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（2） 

著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。 

まえがき 

この規格は，産業標準化法第 16 条において準用する同法第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般社団法人

日本福祉用具・生活支援用具協会（JASPA）及び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，産業標準原案

を添えて日本産業規格を改正すべきとの申出があり，日本産業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が

改正した日本産業規格である。これによって，JIS T 9207:2015 は改正され，この規格に置き換えられ

た。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本産業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 

 

 



 

 

著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。 

日本産業規格          JIS 
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車椅子用可搬形スロープ 

Portable ramps for wheelchairs 

 

1 適用範囲 

この規格は，階段，段差又は間隙のある部分に設置し，手動車椅子又は電動車椅子（以下，車椅子とい

う。）が通行可能なようにするために両端で荷重を支える可搬形スロープ（以下，スロープという。）につ

いて規定する。ただし，爪などで固定するスロープは除く。 

2 引用規格 

次に掲げる引用規格は，この規格に引用されることによって，その一部又は全部がこの規格の要求事項

を構成している。これらの引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS G 4305 冷間圧延ステンレス鋼板及び鋼帯 

JIS K 6253-3 加硫ゴム及び熱可塑性ゴム－硬さの求め方－第 3 部：デュロメータ硬さ 

JIS R 6253 耐水研磨紙 

JIS T 0102 福祉関連機器用語［支援機器部門］ 

JIS T 14971 医療機器－リスクマネジメントの医療機器への適用 

JIS Z 8051 安全側面－規格への導入指針 

JIS Z 8401 数値の丸め方 

JIS Z 8703 試験場所の標準状態 

3 用語及び定義 

この規格で用いる主な用語及び定義は，次によるほか，JIS T 0102 による。 

3.1 

走行面 

スロープの上端部及び下端部を含む，車椅子の車輪が通過する側のスロープの面全体 

3.2 

支持台 

スロープの上端部及び下端部を載せる台 

3.3 

試験面 

スロープを支持台の上に置いたときに支持台と接した部分から内側の走行面 


